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畜舎におけるイエバエのピレスロイド系殺虫剤抵抗性の現状
◯Mikie Nakagawa1, Kentaro Itokawa2, Nozomi Uemura2, Yasuhiro Tomioka3, Tsutomu Tanikawa3, Aki
Takaoka2, Kyo Itoyama1, Shinji Kasai2, Osamu Komagata2 (1. Meiji Univ., 2. Nat. Inst. of Infect. Dis., 3.
Ikari shodoku Co.,Ltd.)
 
畜舎で発生するハエは複数種知られるが，殺虫剤抵抗性の報告のほとんどはイエバエである．畜舎でイエバエの
成虫対策によく使用されるピレスロイド系殺虫剤に対する抵抗性は、日本では1980年代から報告されている．ピ
レスロイド抵抗性の要因の一つは，作用点である電位依存性ナトリウムチャネル（ Voltage-gated sodium
channel: Vgsc）遺伝子上に変異が起き，殺虫剤分子との結合が阻害されることによる．これはピレスロイドの
ノックダウン効果から， knockdown resistance (kdr)変異と呼ばれる． 
　本研究では，2013年以降、鶏舎を中心に全国計14か所の畜舎にてイエバエ幼虫を採集後，飼育されいた各系統
について， kdr変異の保有状況を調査した。既知の kdr変異6部位について，全系統あわせて300個体を個体別に
シーケンス解析した．その結果，複数の系統から kdr遺伝子が検出された．さらに，一般的な kdr遺伝子（一重変
異）よりも強力なピレスロイド抵抗性をもたらす super-kdr遺伝子（二重変異）も検出された．複数地点の多数の
個体から kdr遺伝子が検出されたことから，更なるイエバエのピレスロイド抵抗性モニタリングが必要である．


